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11
時
50
分
発
の
バ
ス
は

日
高
線
の
被
災
区
間
に
沿

　

日
高
線
の
起
点
と
な
る

苫
小
牧
ま
で
は
、
札
幌
か

ら
普
通
列
車
に
乗
車
し
た
。

同
区
間
を
走
る
特
急
列
車

の
自
由
席
が
完
全
に
な
く

な
り
、
指
定
席
を
使
う
と

割
高
に
な
る
か
ら
だ
。
南

千
歳
以
遠
は
本
数
が
ぐ
っ

と
少
な
く
な
る
た
め
、
早

起
き
を
強
い
ら
れ
た
。

　

苫
小
牧
10
時
21
分
発
の

鵡
川
行
き
は
、
た
っ
た
１

両
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
に

乗
客
は
３
割
ほ
ど
。
通
学

の
高
校
生
が
利
用
す
る
時

間
帯
以
外
、
満
席
に
な
る

こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。

　

車
両
は
フ
ァ
ン
に
人
気

の
名
車
キ
ハ
40
（
近
い
将

来
、
姿
を
消
す
予
定
）
で
、

動
物
や
花
を
描
い
た
カ
ラ

フ
ル
な
ペ
イ
ン
ト
が
目
を

引
く
。
だ
が
、
日
高
へ
向

か
わ
な
い
日
高
線
の
わ
ず

か
30
・
５
㌔
の
路
線
で
は
、

正
直
、
旅
気
分
は
盛
り
上

が
ら
な
い
。
太
平
洋
と
牧

場
の
絶
景
が
続
く
の
は
鵡

川
か
ら
先
で
あ
り
、
廃
止

区
間
は
残
存
区
間
の
４
倍

近
い
１
１
６
㌔
に
も
及
ぶ

の
だ
。

　

留
萌
の
は
る
か
手
前
で

寸
断
さ
れ
た
留
萌
線
も
そ

う
だ
が
、
実
態
に
そ
ぐ
わ

な
い
路
線
名
に
は
違
和
感

を
覚
え
る
。
改
名
に
は
手

間
も
費
用
も
か
か
る
し
、

ど
う
せ
廃
止
に
な
る
の
だ

か
ら
放
っ
て
お
こ
う
と
い

う
考
え
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

列
車
は
工
場
群
の
大
き

な
煙
突
を
望
み
な
が
ら
、

広
大
な
勇
払
原
野
を
進
ん

で
い
く
。
エ
ゾ
シ
カ
の
群

れ
が
お
り
、
熟
年
夫
婦
の

観
光
客
（
と
い
う
よ
り
乗

車
目
的
の
フ
ァ
ン
）
が
歓

声
を
あ
げ
た
。
勇
払
、
浜

厚
真
と
停
車
す
る
が
、
乗

り
降
り
す
る
人
は
い
な
い
。

次
の
浜
田
浦
は
昨
年
３
月

に
廃
駅
と
な
っ
た
。

　

10
時
50
分
、
鵡
川
着
。

列
車
を
利
用
す
る
人
は
少

な
い
が
、
駅
舎
は
地
元
の

公
民
館
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
よ
う
で
、
待
合

室
の
奥
に
あ
る
ス
ペ
ー
ス

か
ら
賑
や
か
な
笑
い
声
が

聞
こ
え
て
き
た
。

　

苫
小
牧
─
鵡
川
間
は
１

日
８
往
復
。２
０
１
５（
平

成
27
）
年
の
被
災
後
に
運

行
を
開
始
し
た
Ｊ
Ｒ
の
静

内
行
き
代
行
バ
ス
は
、
一

応
、
列
車
に
連
絡
し
て
い

た
の
だ
が
、
路
線
バ
ス
は

接
続
が
悪
く
、
１
時
間
も

待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
も

っ
と
も
、
バ
ス
は
苫
小
牧

始
発
な
の
で
影
響
は
な
い

の
だ
ろ
う
。

　

８
往
復
あ
っ
た
代
行
バ

ス
は
６
往
復
（
土
日
祝
は

５
往
復
）
に
。
道
南
バ
ス

も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
運
転

手
不
足
は
深
刻
な
よ
う
で
、

至
る
と
こ
ろ
で
募
集
の
案

内
を
目
に
し
た
。
乗
車
率

も
芳
し
く
な
い
の
で
、
将

来
的
に
は
さ
ら
な
る
減
便

の
可
能
性
も
あ
る
。

っ
て
走
る
。
景
色
は
素
晴

ら
し
い
が
、
ズ
タ
ズ
タ
に

な
っ
た
線
路
が
哀
愁
を
誘

う
。
道
路
と
交
差
す
る
箇

所
は
、
す
べ
て
線
路
が
撤

去
さ
れ
て
い
た
。

　

門
別
、
厚
賀
、
新
冠
と

Ｊ
Ｒ
時
代
に
主
要
駅
だ
っ

た
町
で
も
乗
客
は
増
え
ず
、

約
１
時
間
半
を
か
け
て
13

時
20
分
、
静
内
に
到
着
し

た
。
駅
は
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
て
お
り
、
バ
ス
の
待
合

室
と
な
っ
た
構
内
で
は
、

立
ち
食
い
そ
ば
店
と
売
店

が
営
業
し
て
い
る
。
線
路

名
ば
か
り
の「
日
高
線
」

転
換
バ
ス
路
線
も
苦
境
に

　

Ｊ
Ｒ
根
室
線
の
富
良
野
―
新
得
間
が
３
月
31
日
を

も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
が
、
Ｊ
Ｒ
が
被
災
区
間
の
復
旧

に
着
手
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
反
発
が
禍
根
を

残
し
た
。
そ
う
し
た
悪
し
き
前
例
を
作
っ
た
の
は
、

３
年
前
に
鵡
川
―
様
似
間
が
廃
止
さ
れ
た
日
高
線
だ
。

現
在
、
廃
止
区
間
で
は
道
南
バ
ス
が
運
行
を
担
っ
て

い
る
が
、
現
地
の
状
況
は
ど
う
変
化
し
た
の
か
。
日

高
線
ル
ー
ト
を
浦
河
ま
で
辿
り
、
沿
線
首
長
の
中
で

唯
一
、
最
後
ま
で
鉄
路
を
守
ろ
う
と
奮
闘
し
た
池
田

拓ひ
ら
く

・
浦
河
町
長
に
「
地
方
交
通
の
明
日
」
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海
達
志
）

池田拓・　浦河町長が
日高線廃止から３　年目の春

「地方交通の　明日」を提言
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